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古代染色の化学的研究

第11報 コチ ニ0ル 染 色 につ いて

新 井 清*

ChemicalStudiesonAncientDyeing

XI.OntheCochinealdyeing

KiyoshiARAI

(1981年9月21日 受理)

1.緒 言

コチ ニ ールCochinealはDactylopiuscoccusと い う嚥 脂 虫 の染 料 を指 す 慣 用 語 で あ

る.こ の様 な嚥 脂 虫 として は,Kermococuslicisい わ ゆ るケ ル メ スKermes1)お よ び

Coccuslaccaラ ッ クダ ィlacdyeが あ る.こ れ らの嚥 脂 虫 は亜 熱 帯 か ら熱 帯地 方 の 特 有

植物 に 寄 生 して棲 息 す る雌 の 昆虫 が赤 い 色 素 を分 泌 す る.コ チニ0ル は 古 代 イ ン カ2)に お

い て 用 い られ,ケ ル メス は古 代 フエ ニ キ ヤ で 使 い,ラ ック ダ イ は漢 名 の 紫 艸3)(し こ う)

と して 中 国 古 代 で 顔 料 に して い た.こ れ が 漢 薬 と して,唐 朝 期 に将 来 され,「 正 倉 院 献 物

帳」 に記 載 され 「紫鑛 六 十 斤」 の 文 字 が あ る.現 物 も調 査 され 同定4'さ れ て い る.た だ

し,こ れ らの嚥 脂 虫 は本 邦 で は顔 料 お よ び染 料 と して 上 代 か ら 近 世 ま で 使 用 され な か っ

た.

コチ ニ ー ル は ス ペ イン人 に よ って1526年5)に メキ シ コか ら欧州 に伝 え られ 紅 色染 料 と し

て賞 用 され,ス ペ イン は カ ナ リー諸 島,ア ル ジ ェニ ア お よ び ジ ャ ワに 寄 生植 物 で あ る シ ャ

ボ テ ン と共 に移 して 飼 育 し生 産 を拡 大 した.黄 色 染 料 に よ っ て下 染 め を行 な い,コ チ ニ0

ル と交 染 し た緋 染 め ラ シ ャは スペ イ ンの 貿 易 船 に よ って 安 土 桃 山 期 に わが 国 に 輸 入 さ れ

た.武 将 達 が 愛 用 した"狸 々 緋 の 陣 羽 織"は,当 時 の伊 達 姿 で あ る.江 戸期 に は オ ラ ンダ

船 に よ って コチニ0ル が もた らされ 明 馨 媒 色 に よ っ て紅 色 に染 め,黄 色 染 料 と交 染 させ 緋

色 を得 た.嚥 脂 虫 の 紅 色 色 素 は19世 紀 半 ば に研 究 され,す べ て ア ン ス ラキ ノ ンの誘 導 体 で

あ る こ とが 知 られ だ.今 世 紀 に 入 っ てDimroth一 派6)に よ って,そ の構 造 が 決 定 され

た.CH
300H

コチ ニ0ル の 色 素 は配 糖 体 をな して お り,カ ル ミン酸 と

名付けられ,ケ ルメスはメチルエステルとなってケル ミン

酸と命名されている.と もに近縁体である.

本研究はメキシコ産のコチニールを入手 し,そ の染色性

を検べ,ア ル ミニウムや錫との親和性は知られているが,

その他の金属塩の媒染効果を探ることを目的とした.さ ら

に古代染色布裂れの試験の比較資料のため藍 との交染によ

る紫染めを行なった.
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図1色 素構造式
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2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布

絹布 は上 代 よ り使 川 され て い るBombyx属 の 家 蚕 絹 糸 を用 い て織 っ た淡 黄 白色 の未 晒

布 を古 式 の"灰 汁 練 り"7)を な し て使 っ た.木 綿 布 は天 竺 木 綿 を 用 い,麻 布 は 越 後 上 布 で

あ る.木 綿 布 と麻 布 は使 用 前 に煮 沸水 巾 に5分 問 浸 し,洗 浄 し て絞 り,風 乾 し た もの を用

い た.

2.1.2コ チ ニ ー ル

メキ シ コ産(昭 和55年10月 輸 入 品)のIllll種の もの を川 い た.水 分 二9.24%,灰 分II・98

00
,メ タ ノー ル可 溶分=39.95%.

2.1.3椿 灰

学 園 内 の雑 木林 中 の ヤ マ ツ バ キ の葉 を 昭和55年7月20日 ～21日 に わ た って 採 取 し,炎 天

下 に乾 燥 した後,既 報8)の 如 く古 式 に よ って 灰 化 した ・

2.1.4椿 灰 汁

熱 湯 を もって椿 灰 よ り灰 汁 を抽 出 して,飽 和 溶 液 を造 ってstockし た ・Ph-9・70

2.2試 料 の分 析

2.2.1色 素 の メ タ ノー ル 抽 出

コチ ニ ー ル風 乾 品2.09(乾 燥 無 灰 物 とし て0.919)を 取 り,50m1の メ タ ノー ル を加

え,Sohxlet抽 出器 を 用 い て,4時 間 ウ ォー タ0バ ス上 で 色 素 を 抽 出 す る・ さ らに4時 間

30mlの メ タ ノ.一一_ルを 更 新 して抽 出 した.抽 出 液 を合 わ せ て,減 圧 下 に メ タ ノ0ル 溶 液 を

濃 縮 して 赤 い 色 素 の 固 体 を得 た.

収 一〇.809

2.2.2メ タ ノー ル抽 出色 素 の ぺ....パー ク

ロ マ トグ ラ フ ィー

毛 細 管 の 先 端 を メ タ ノール 抽 出物 に触 れ て

微 量 を採 り,ガ ラ ス板 上 の 水 滴 と混 和 し毛 細

管 中に 色 素 水 溶 液 を収 め た.こ れ を試 料 と し

て,東 洋 炉 紙No.51.15×40cm原 点 にSpot

す る.展 開 剤 はn一 ブ タ ノ.一一.ルー 氷 酉甘酸 一 水

(4:1:2)を 用 い,20～25℃,24時 問 で あ

る.展 開 後 に風 乾 して 図2の ぺ0パ ー ク ロマ

トグ ラ ム を得 た.図 の 様 に瓢 型 の テ0リ ン グ

し た赤 紫 色 の斑 点 が 得 られ た.破 線 に示 し た

部 分 に鋏 を入 れ,3枚 の短 冊 とし た.こ れ ら

に,そ れ ぞれ 異 な っ た呈 色 剤 を ス プ レ0し,

常 温 で表1に 示 す 呈 色 反 応 が 認 め られ た.

これ に よ っ て,瓢 型 斑 点 の上 部 と下 部 は 同

じ呈 色 反 応 を 示 し,こ の 色 素配 糖体 は構 造 中

の 糖成 分 の影 響 を受 け て テ0リ ン グす る と推

定 され る.重 ク ロー ム酸 カ リに よ っ て紫 赤 色

図2ぺ0パ ー クロマ トグラム を 示 す こ とや ア ラム で 深 紅 色 とな る こ とは コ
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表1呈 色 反 応Colourreaction

19

Reagent

1%K2Cr20?-H20

1%Alum-H20

1%FeCl3-II20

Colour

Purple

{二Purple
deepred

{deepred
lightblack

{lightbroun

Rf

Rf=Ca.0.57

{Rf=Ca.0.45
Rf=Ca.0.57

{Rf=Ca.0.45
Rf=Ca.0.57

tKf=Ca.0.45

チ ニ ・一ル の特 色 で あ る.第 二 鉄 塩 は黒 色 とな り赤 色 を失 う.

2.3コ チ ニ ー ル 染 色

2.3.1絹 布 の 灰 汁 練 り

コチ ニ0ル の色 素 は ア ル ミナ の媒 染 に よ っ て染 着 さす の が 占法 で あ る.絹 布 の灰 汁練 り

は 絹 の精 練 とア ル ミナ の吸 着 を著 者 らは確 証 し て い るの で既 報 の如 く行 な う.7×35cmの

2・2・1の試 験 布 を300mlの ビー カー に150m1の 灰 汁(75ml灰 汁 原 液+75m1蒸 溜 水)

を入 れ て沸 と うさせ た液 中 に浸 し,時 々か きまぜ1時 間後 に液 中か ら取 出す.水 洗 し て絞

り,新 た な灰 汁 中 に常 温 で 浸 し2時 間 後 に液 中 よ り引上 げ絞 っ て風 乾 し た.

2.3.2木 綿 布 お よ び麻 布 の 灰 汁漬 け

植 物 繊 維 は絹 の様 な蛋 白繊 維 と異 な り,ア ル ミナ の 吸 着 で足 るか ら灰 汁 中 に,そ れ ぞ れ

7×35cmの 試 験 布 を常 温 で 一 夜 浸 漬 し翌 朝 これ を取 出 し絞 り,風 乾 した もの を用 意 した.

2.3.3コ チ ニ ー ル 染 液 の調 製

2.1.2の コチ ニ0ル5.09を 清 浄 な 木 綿 袋 に 入 れ,蒸 溜 水300m1を 入 れ た11の コル ベ

ン 中 に浸 し,コ ル ベ ン を沸 と うウ ォ0タ ー バ ス上 に保 っ て 色 素 を溶 出 させ る.30分 後 に 色

素液 を去 り,新 た に蒸 溜 水300m1を 加 え て,さ らに30分 間 色 素 を抽 出す る.抽 出液 を合

わせ て染 液 とし た.

染 液 収 量=520m1

2.3.4絹 布 の 染 色

2.3.1の 灰 汁 練 りを した 絹 布 を,2.3.3の 染 液1UOmlを 入 れ た ホ ー ロー 引 きの小 型 染 浴

皿(容 量300m1)を 予 め沸 と う ウ ォ0タ ー バ ス上 に置 い て染 浴 液 が80℃ を越 え た時 に浸

し,と き ど き均 一 に染 ま る様 に配 慮 し て30分 間染 色 す る.染 布 を絞 っ て拡 げ,下 端 か ら

7×7cmを 切 り取 った染 布 は,直 ち に流 水 中 で5分 間 ゆす い で 絞 り風 乾 す る.残 余 の染 布

は灰 汁 中 に10分 間 漬 け固 く絞 った 後,再 び染 浴 皿 に浸 し て第2回 の染 色 を前 回 同 様 に行 な

う.3回 口の染 液 は これ を更 新 して染 色 操 作 を5回 行 な って7×7cmの 染 色 布5枚 を得

た.

2.3.4木 綿 お よ び 麻 布 の 染 色

2.1.2の 綿 布 と麻 布 を7×35cmに それ ぞ れ 切断 して,絹 の染 色 と同一 の条 件 を以 て行

な う.そ れ ぞれ7×7cmの 五 段 階 の染 染 布 を5枚 つ つ を得 た.

2.4反 射 率 曲 線 と測 色 値9)

2.4.1絹 布 の 反 射率 曲 線 と測 色 値

2.3.3の 染 布 はMacbeth社MS-2000,spectro-photometerに よ っ て,380～700nmの

反 射 率 を20nm毎 に 自動 記 録 させ る.C.1.E標 準 光D65の もとに2。視 野 で の デ ー ター

に よ って,反 射 率 曲線 を 作 図 した.X,お よ びy値 か ら大 型 色 度 座 標 図 に よ っ て あ の 位
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図3コ チ ニー ル染 絹布(灰 汁 媒 染)の 反 射 率 曲 線

700

染 色 回 数X

lI20.53

2113.46

3112.43

4112.43

519.88

表2コ チ ニ ー ル 染 絹 布 の 測 色 値

YZxyλdPe(%)

13.225.230.5270.339604.665.03

6.093.100.5460.328610.865.79

7.402.730.5510.328610.967.11

8.083.120.5450.328609.666.67

5.771.960.5610.327610.270.67

置 を求 め,Pe(%)を 算 出 して い る.図3は 絹 布 の反 射 率 曲 線 で あ り,表2は そ の測 色

値 で あ る.

コチニ0ル 灰 汁 媒染 の 絹 布 は 弱 ア ル カ リで染 着 し,図3の 反 射 率 曲線 に見 られ る如 く染

色 の 効 果 は2回 で充 分 で あ る こ とを 示 して い る.こ の こ とは表2の 測 色 値 が 主 波長 λdが

610.8nmに 達 して,3～5の 値 とほ とん ど変 らない.ま アこそ の刺 激 純 度Pe(%)は 高 く

紫 を帯 びナこ深 紅 色 で あ る.
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2.4.2木 綿布の反射率曲線と測色値

コチニール灰汁媒染の木綿布の反射率曲線を図4に 示す.そ のCurveを 絹布のものと

比較す ると絹布染色1回 目のものと,綿 布染色4回 目の ものが同じ反 射 率 の1ineに あ

る.そ の染色性は絹に及ばないが表3の 主波長は610～614nmの 深紅色でPe(%)値 は

高 く美 しい.

反60

射

亀ρ
"
(

召

(%

)

波 長(nm)

図4コ チニール染木綿布(灰 汁媒染)の 反射率曲線

表3コ チニール染木綿布の測色値

染色回数X Y Z Xy λd Pe(%)

-
⊥

9
白

O
J

4

rO

29.7019.427.44

18.7611.374.50

14.788.553.02

12.216.692.27

10.63.831.76

0.5250.343603.9

0.5420.328610.0

0.5610.324613.0

0.5710.322613.7

0.5790.323613.9

64.08

64.34

69.93

68.83

73.08

2.4.3麻 布の反射率曲線と測色値

図5は コチニール灰汁媒染の麻布の反射率曲線である.
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麻 染 布 は木 綿 布 に較 べ る と初 回 は良 く染 ま るが2回 以 降 の染 着 効 果 はSlowで あ る.

表4の 測 色 値 はadは610～613nm,Pe(%)は 高 く,絹 や 木 綿 と共 通 して い る.色 も

紫 を含 ん だ 紅 色 で あ る.

90

80

70

反60

射

率50一

勿
)

-1U

30一

20一

lU

0380 ・120

図5

染 色 回 数1×

1120.53

2i13.46

3!12.43

4113.43

519.88

460500540580620660

波 長Gml)

コ チニ ー ル染 麻 布(灰 汁 媒 染)の 反 射 率 曲 線

表4

Y

13.22

G.09

7.40

8.08

5.77

コ チ ニ ー ル 染 麻 布 の 測 色 値

ZxY

5.230.5270.339

3.100.5460.326

2.730.5510.326

3.120.5450.326

1.980.5610.327

dλ

604.0

610.3

612.3

610.3

613.4

Pe(%)

64.08

66.89

・・ii

66.89

69.03

9
9
つ
e

4

J

70U

2.5金 属塩 の媒 染 効 果1(1)

2.5.1媒 染 金 属塩 溶 液

コチ ニ0ル 色 素 の カル ミン酸 は金 属 塩 に よ って,

い る.各 種 の 金 属 塩 の 媒 染 作 用 を比 較 す るた め に,

多 くのShadesを 示す事が知 られて

さらに金属塩の種類 とその水溶液の濃
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度 も一定として異なる天然色素の媒染効果を検討しうる様にしている.

す.Cr塩 は溶解度小 さく0.5°oである.

23

表5に これ を 示

表5金 属 媒 染 剤(Metallicmordantsfordyeingtest)

element

A1(III)

Cu(lb)

Sn(IV)

Pb(IV)

Sb(V)

Bi(V)

Mo(VI)

Cr(VI)

Fe(VIII)

Ni(VIII)

Co(VIII)

Formulaofsalt

K2SO4・A12(SO4)3・2411201

CuSO4・511201

SnC14・3H201

Pb(NO3)z

SbCls

Bi(NO3)3・51120

CNH4)gMo,Oz4.41120

CrC13U
IF

eCls

NiCl3,V

CoCl3i

IonicColourGramper100m1(%)

一

blue

一

一 一

刷

green

yellow

green

blue

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

0.5

1.0

1.0

1.0

2.5,2試 験 布

試 験 布 と して,絹,木 綿 お よ び麻 布 を それ ぞ れ16×42cmの もの を 用 い た.中 性 洗剤

59を 水500m1に 溶 解 しYTIV11ビ0カ ー 巾 に入 れ,沸 と うウ ォ0々0バ ス上 で1時 問か

きまぜ なが ら布 を精 練す る.水 洗 の あ と風 乾 し て媒 染 に供 した.

2.5.3媒 染 と染 色

2.5.2の 試 験 布 を それ ぞ れ7×8cmに 切 断 して1種 類 の 布12枚 つ つ とす る.試 験 布 を金

属 塩 の溶 液 に浸 し,か きまぜ 均 一 に 布 が 金 属 根 を吸 着 す る様 に注 意 す る.15分 間 浸 して,

絞 り湿 っ てい る うちに2.3.2の 染 浴 中 で30分 閥 染 色 し常 法 通 り水 洗 し風 乾 す る.

2,5.4金 属媒 染 絹 布 の反 射 率 曲 線 と測 色 値

(i)ア ル ミニ ウ ムお よび 銅 媒染

図6に アル ミニ ウ ム と銅 の 媒 染 絹 布 の 反 射 率 曲 線 を示 す.コ チニ ール 染 色 の 場 合 に は 両

曲 線 が接 近 し交 叉 して い るの は興 味 深 い.

そ の測 色値 を表6に 見 る と,主 波 長 は609.3nmと606.0の 深 紅 色 でPe(OD)もAl

が2%程 高 い ・ た だ し染 色 布 を見 く らべ る とAlは 光 沢 が 縛 しい.こ れ らの特 徴 は 木 綿 わ

よ び麻 に お い て も同 じで あ る.

(ii)錫,鉛,ア ンチ モ ンお よ び蒼 鉛 媒 染

図7の 反 射 率 曲線 のSnとPbは 同 じ週 期 律 のIV族 で あ る.こ れ まで の両 曲線 の距 離

は相 当 な 隔 りが あ っ たが コチ ニ ー ル染 色 で は近 接 し て い る.SbとBjは 同 じV族 で 反 射

率 曲線 は500nm付 近 で は近 接 し てい るが580nmか ら曲線 は 上 下 に 開 く.表7の 測 色 値

表6コ チニ0ル 染 絹布Alお よびCu媒 染の測色値

媒 染 剤

l

U

A

C

XYZ X y λdPe(%)

13.147.301.710.5930.329609.3

14.868.762.240.5750.339606.0

78　
97

04
　

77
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反

射

率

劣
40

波 長(rim)

図6コ チニール染絹布Alお よびCu媒 染の反射率曲線

でSnの 主 波 長 はPbの それ よ り大 き く,Pe(%)の 差 の4%はSnの 深 紅 色 の 美 し さ

とPbの 暗赤 色 が 影 響 し てい る.

SbとBiも これ と似 て い るがBiは 紫赤 色 で あ る.IV族 とV族 の金 属 塩 媒 染 の もの が

Pe(%)が 高 い 結 果 が 注 目 され る.

(iii)ク ロ ム,モ リブ デ ン,ニ ッケ ル,コ バ ル トお よ び鉄 媒 染

第W族 の ク ロム,モ リブ デ ン第 、皿族 の三 つ 組 元 素 ニ ッケル,コ バ ル トお よ び鉄 の反 射 率

曲線 は 図8で あ る.

Y1族 の ク ロム とモ リブ デ ン は皿 族 の上 部 に位 置 し,ニ ッケル と コバル トは460～540nm

付 近 で2度 交 叉 し てい る.鉄 は既 往 の ス オ ウ,ク チ ナ シ,カ リヤ ス,お よ び ウ コ ンの金 属

表7コ チ ニ ー ル染 絹 布Sn.Pb.Sb.お よ びBi媒 染 の 測 色 値

媒染 剤x
i

Y Z X Y λd Pe(%)

n

b

b

・1

S

P

S

B

25.42

15.78

22.14

9.51

14.202.27

9.562.10

12.623.02

5.621.81

0.607

0.5.75

0.586

0.558

0.338607.6

0.349603.7

0.334608.8

0.330610.0

83.11

79.02

79.19

83.67
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媒染 に お い て も,す べ て最 下底 に変 化 な く延 び た 曲 線 を与 え,コ チニ0ル も同 様 で あ る.

これ らを表8の 測 色値 に見 る と重 金 属 の主 波長 は低 く,Pe(00)は 皿族,IV族 に 較 べ て

格 段 に落 ち る.紫 色 が 増 して コバ ル トは紫 色 に近 く,鉄 は木 綿 や 麻 で は灰 色 で あ る.

2.6藍 ・コチ ニ ー ル 交 染

2.6.1藍 建(あ い た て)8)

"誘 い 出 し"に よ
って藍 建 の小 量 化 を行 な った.500m1の 褐 色 広 口瓶 を水 洗 し,ア ル コ

0ル で 次 に洗 い 風 乾 した.徳 島 産(昭 和55年11月 購 入)の12gを 乳 鉢 に入 れ ,石 灰 と木

灰 混 合飽 和 溶 液Ph-11.0に 調 節 した もの100m1を 数 回 に別 けて 加 えて 練 る.こ れ を広

口瓶 に 入 れ 蓋 を傾 に か ぶ せ て30℃ にIncubationす る.24時 間毎 にか きまぜ 仕込 後4日 目

に 湯 ざ ま し50m1を 注 加 す る.5口 後 に 誘 い 出 し原 液80m1を 静 か に指 し加 え る.6日

目に麩(ふ す ま)59を100m1の 水 道 水 と共 にboilし40℃ に 冷 や した泥 状 液 を広 口 瓶

中 に入 れ る.Ph=10.5～11.0に 石 灰一 灰 汁 液 で調 節 す る.7日 後 に 内 容 液 は 泡 立 ち 「藍

…華が液 の表 面 に集 ま る.石 灰 粉0.89を 液 の表 面 に 散 布 し雑 菌 の 繁殖 を 防 ぐ.8日 目に 液

中ヘ ガ ラス管 を挿 入 し て,内 容 液 を検 査 す る と液 は 黄 色 とな り,短 冊 型 瀕 液 片 を忽 ち青 変

す る.前 報 の12量 の藍 建 で あ る.

反

射

率50

(%
)

380420460500540580620660

波 長(nm)

Sn

Sb

Pb

Bi

700

図7コ チ ニ ー ル染 絹 布Sn,Pb,Sbお よ びBi媒 染 の 反 射 率 曲 線
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表8コ チニール染 絹布Cr.Mo.Ni.Coお よび鉄媒染 の測色値

i

媒 染 剤X

CrI25.09
i
tMo37

.18

NiI22.68

Co12.50

FeI3.98

Y

17.71

24.23

13.85

8.57

3.27

Z

6.60

7.22

4.38

4.27

1.30

X

0.508

0.542

0.557

0.493

0.465

Y

0.358

0.353

0.337

0.338

0.382

λdPe(%)

598.4

599.8

604.0

60.1

590.1

6.18

72.79

71.83

53.52

58.68

反
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率

　

勉40
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380・120/160500510580620660700

波 長(11m)

図8コ チニー ル染絹布Cr,Mo,Ni,Coお よびFe媒 染の反射率曲線

2.6.2藍 染 め

2.3.1の 絹 布 の 灰 汁 練 りを行 な い,次 い で 熱 湯 巾 に 絹布 を移 して 吸 着 した 金 属 塩 を溶 出

させ る事.30分 間 の後 に取 出 して 水 洗 し絞 って 風 乾 す る.湿 って い る うちに,2.6.1の 藍

瓶 中 に14×21cmの 精 練 しナこ絹布 を静 か に入 れ 藍 液 を 吸 着 さす.10分 間 保 って か ら液rll

か ら静 か に 引上 げ て,風 通 し の良 い 室 外 の空 気 に さ らす.風 乾 後 水 洗 し湿 っ て い る う ち

に,下 端 の7×14cmを 切 り放 ち,残 余 の布 を再 び10分 間 藍瓶 の 液 中 に 浸 す.こ の操 作 を

3回 行 な って,一 藍 と二 藍 と三 藍 の 藍染 め 絹布7×14cmの もの3枚 を得 た.

2.6.3ア イ ー コチ ニ ー ル 交 染 に よ る紫 染 め

2.6.2の 藍 染 め布 は それ ぞれ 半 分 に 切断 し,7×7cmの 染 布 とす る.藍 染 め の3種1紅

をstockし,残 りを交 染 の試 験 布 に用 い た.2.3.4の 染 浴 皿 に,2.3.3の 染 液100m1を 入
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れ,ウ ォ0タ ーバス上で加熱しつっ30分 間染色し絞って流水中で5分 閻洗い絞って風乾 し

た.

2.6.4藍 染めおよび紫染め絹布の反射率曲線と測色値

図9に 示 される藍染め絹布の反射率曲線は染色回数の増すに1頂がって下降 し濃度の増す

のが如実に示 されてい る.紫 染めは赤味の勝った紫1か ら皿,皿 と青味の増す青紫とな り

曲線は上部に位置 して行 く.表9の 測色値 もそれを裏害 きしている.紫 根による紫染めは

反

射

率50

9
＼ ノ

1.0

う一＼
ムラサ キ_1

460500540580620660

波 長(nm)

図9ア イお よ び コ チ ニー ル交 染 絹布 の反 射 率 曲 線

iOO

染色回数

藍染め1

藍染め π

藍染め 皿

紫染め1

紫染め ∬

紫染め皿

表9

x

16.19

13.01

12.73

5.12

6.70

6.69

藍染 めお よび コチニール交染絹布の測色値

Y

..…

13.51

13.19

3.75

5.13

5.33

Z

9.53

8.36

7.91

6.40

10.80

10.80

X

O.382

0.373

0.376

0.335

0.295

0.296

Y

O.394

0.387

0.380

0.245

0.226

0.236

λdPe(%)

576.538.78

576.036.04

578.336.61

526.6C34.02

558.3C33.33

560.1C25.64
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染 色 回 数20回 で λd-551CPe(%)19.0と な る.藍 と コチ ニ0ル の交 染 は 紫 染 め 皿 が

λd二558.3CPe(00)=・33.33で これ に釣 合 い美 しい 深紫 で あ る.

3.実 験結果と考察

3.1コ チ ニ ー ル の 色素

コチ ニ0ル の 色 素 は配 糖 体 で あ り,ぺ0パ0ク ロマ トで テ0リ ング す る性 質 が あ る.コ

チ ニ ール は灰 分 を45%近 く含 む が,色 素 の 成 分 も多 い.染 色 には 媒 染 剤 を必 要 とす る.

3.2金 属塩 の媒 染 効 果

コチ ニ0ル の金 属 塩 に よ る媒 染 は 赤 色 染 料 の ス オ ウ よ りPe(%)が 高 く,黄 色 染 料 の

ウ コン に次 ぐもので あ る.紫 のShadeを 伴 な うの が 人 きい 特 色 で もあ る.Alお よ びSn

は美 しい 深 紅 色 を与 え る.ス オ ウ10),キ ハ ダ11),ク チ ナ シ12),カ リヤ ス13)お よ び ウ コ ン14)

の金 属 媒 染 を通 じて 認 め られ た ご と く週 期 律 表 の3,4お よ び5族 の もの の色 相 は原 子 量

の大 きい ものが 濃 度 が 深 い 傾 向 が あ る.6,7お よび8族 の もの は イ オ ン の色 の淡 い もの

が 濃色 を示 す.

3.3藍 ・コチ ニ ー ル 交染

藍 と コチ ニ ー ル の交 染 に よ っ て紫 色 染 布 を得 ナこ.紫 根 に よ る古 代 紫 染 め標 品 な らび に染

色Dataを 比 較 して,二 藍(二 度 藍 液 に染 色 を重 ね た もの)と コチ ニ0ル の交 染 絹 布 は

主 波長558.3C刺 激純 度33.33%の 美 しい 深 紫 色 を与 え る.紫 根 に よ る紫 染 め の刺 激 純 度 は

19.0%で あ る.こ れ は染 色 条 件 を調 え る こ とに よ っ て工 芸 制 作 に 利川 で き得 る.

終りに当り色彩測定に機器使用の便宜を与えられた住友工業株式会社大阪製造所色彩研究室の主任

研究員村田幸男誰長に厚く感謝致します.
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Summary

Cochinealiscoleopterousinsect.Thereddyeisyieldedbythefemalesonly.thus

dye-stuffhavebeenusedinINKA-Peru(PrecolumbiaAge).

CochinealbecameknowninEuroptfromMexicoabout1526.Sincethediscovery

ofthcoal-tarcolours,theconsumptionofcochinealasadye-stuffhasgraduallyde-

creased,andatthepresenttimeitisonlyemplayedinaminordegree.(tomato

juice)

Cochinealcontainsabout39goofcolouringmatter(methanolsoluble)

Carminicacid,thecoloringsubstanceofcochineal,wasconfirmedbyO.Dimroth

etal.

DyeingtrialswithbothcochinealandmetalBolts,employingmordantedwithsilk

clothgavethevariousshades.

Thefollowingdeductionsmaybemadefromthesetestsofcolouredclothes.

AllmordantedsilkclothshowshighPe(%)andpurpleshades.inthePresent

author,silkwasfirstdyedbluewithIndigo-vatandthendyedagainwithcochineal;

theresultyieldedfineVioletcolour.Pe33.33%λD558c.


